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１．はじめに 

 コンパイラはプログラム言語で書かれたソースコ

ードをオブジェクトコードに変換するソフトウェアで

ある．低学年からプログラム作成のためにコンパイ

ラを利用するが，コンパイラ理解していない.そこで
5 年実験では，コンパイラを理解するために奥村[3]

が試作した C♭言語ミニコンパイラと仮想マシンイ
ンタプリタを使用する[1,2,3]．しかし仮想マシン(VM)
が完全なスタックマシン形式でない．信田[4]はスタ

ックマシン形式の中間命令コード[2]を利用したが作

成途中で終わった．本研究は，この試作を完成さ

せるとともに，新たな改良・拡張を加えることを目的

とする． 
 

２．ＪａｖａＣＣ 

 コンパイラはソースコードを字句解析，構文解析，

コード生成の流れで処理する．ＪavaCCはコンパイ
ラの開発を容易にするため字句解析，構文解析部

の構築を支援するツール（プリプロセッサ）で Java
環境を前提とする[1]．字句解析部、構文解析部は

JavaCCで前処理されてｊava ソースコードになり，コ
ード生成部と同時にコンパイルされ，java環境で実
行できるコンパイラとなる． 
 
３．C♭言語ミニコンパイラ 

 C♭言語はC言語の簡易サブセット（縮小版）とい
う意味である．言語仕様は表 1の通りである． 
新たに実装した拡張機能として for文と関数があ

る．for文は C言語の書体とは尐し異なる．また関
数定義と関数呼び出しが行う．但し宣言部が仕様

にないので注意が必要である． C♭ミニコンパイラ
はコンパイラ・インタプリタ方式で実行され，ソース

コードを読み取り VMコード(中間言語コード)を生
成する． 

   表 1.C♭言語仕様 

４．仮想マシンインタプリタ  

 インタプリタはVMコードを解釈・実行するスタック 
マシン形式である(図 1 )．仮想マシンが完全なスタ
ックマシンの形式となり,また引数が扱えるようにな
った.扱える引数のパラメータは2つまで可能である.
図 2はインタプリタ実行時の様子を示す． 
 

 
図 1.スタックマシンのフレーム形式 

 

 
        図 2.インタプリタ実行時の様子 
 
４．おわりに 

 スタックマシンベースの仮想マシンの試作が行っ

た．文献[1,2,3]は for 文が省略されたが，理由はワ
ンパスコンパイラが逐次コードを生成させるので複

雑な分岐とジャンプが必要になるからであると考え

られる．今後は，コードの最適化や配列や標準入

出力関数等の C♭言語の拡張機能の検討と実装
することが重要である. 
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型 int 
予約語 if , else , while , for , return 
関係演算子 = . > , >= , < , <= , return 
算術演算子 ＊ , ＋ , － ,  /  
引用符  “  ” 
分離記号 , ;  
括弧 (  )  {  } 
コメント /* ～ */ 
文字 a～z  ,  A～Z 
数字 0～9 
関数 関数定義，関数呼出し 


